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あるネット記事から

小学生に増える暴力行為、背景に子供たちの抑鬱傾向

昨今小学校における暴力行為が急増している。
1997年は1432件だったのに、2020年には4万1056件と約29倍だ。
対教師、生徒間、器物損壊のいずれも増加しているのだが、生徒間が3万
548件（全暴力行為事案の74.4％）と群を抜いている（*1）。
*1 文部科学省初等中等教育局児童生徒課「令和2年度 児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課

題に関する調査結果について」 (https://bunshun.jp/articles/-/52186）

https://www.mext.go.jp/content/20211007-mxt_jidou01-100002753_1.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20211007-mxt_jidou01-100002753_1.pdf
https://bunshun.jp/articles/-/52186






出典＝イプソス株式会社（2024）「2024年イプソスグローバル幸福感
調査レポート」





発達障害といわれる子どもも・・・

「知的発達に遅れはないものの
学習または行動面で著しい困
難」を示し、注意欠陥多動性障
害（ADHD）など発達障害の可
能性があると推定された小中学
生は8.8%で、前回調査
（6.5%）より多かった。全国の
公立小中学校で推計すると70
万人を超える。

彼らは不登校・いじめ⇒社会的脱落⇒問題行動、
とたどる可能性が大きい





子どもの育ちの歴史的変化
山梨大学の中村和彦氏の研究



小学生の運動
能力の変化、
平成の20年間



運動能力の低下の実態(埼玉県教委）
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少し前の子どもの昼間の様子です













原賀隆一『ふるさと子供 遊びの学校』より
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現代の子どもの育ちの特徴は？

●人類史の中ではじめて2つの特徴を持つようになりました。

①地域の自然や民家の前や中で自由に、集団で遊び

・身体のしなやかさ

・好奇心、興味関心

・工夫力、デザイン力、アイデア力

・相談力、がまん力、感情コントロール力等

を自前で育てることが困難になってきたことです。

②家庭の中で仕事を与えられ、自分も家族の運営に参加していると

いう実感を持つことが困難になってきた。役立ち感の喪失ですね。



●他方で、早くから、生活のあらゆる面で、社会の論理や倫理に従うように

育てられるようになりました。

・遊び→公園→ルール→それに従って遊ぶ

・△歳になったから、どこかの塾に行く。学びのスタイルの画一化、形式化。

●学校は正しいか正しくないかの二分法が基本の世界。

しかし社会には正しい親子関係、正しい夕食の食べ方等はない。

その都度その都度、条件に応じて適切な仕方を考案するのが実際。

●別の言い方をすると、偶然生じる問題に的確に対応するのが生きる力、

それがうまく育っていない。正解ややり方の指示があるとできるが、それ

がないと不安。→自己肯定感の低さの要因？



そこにもう一つリアリティの変容の問題

●ネット社会の情報を脳が感じるリアリティに組み込んでいく生活。

●しかしネット情報は誰からが作為的につくった情報。人の情報を自分

の情報のようの思い込み、かつ五感を使って（実際にある世界、自然

の等から）導いた自分で価値づけした情報の世界をあまり持っていない。

●情報界が世界とつながっていない知の世界とリアリティ。これは・・・



さてどうするか？

●乳幼児期からの育ち→保育が担う、の位置づけを社会がおもい

きって高める

●五感と身体と他者との協働の体験で、自分たちで情報を蓄えてい

く体験をどの子にも十全に保障する。

●社会のせいではみ出さされてしまう人たちに社会が思い切っててい

ねいなサポートをするシステムを必死でつくる。自殺者をこれ以上

絶対に増やさない！等々
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